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尼崎市･富松神社を核とした地域づくりの展開に関する一考察

富松一寸豆祭を中心として

Consideration of the process of development of reglOnS based on Tomatsu shrine in Amagasaki-city

The case ofTomatsu Issun-Mane festival
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Ⅰ　はじめに

1　研究の背景と目的

都市の中に残された農地は豊かな地域空間を形成する

上で貴重な緑地空間であるo　しかし､高収益を生まない

都市農地は都市的土地利用の予備軍であるともいえる｡

いかにその都市農地を活用･保全し､豊かで実りある地

域空間を維持するかは現代におけるひとつの課題である｡

都市農地はかつての農村で都市化が進み､農地が宅地-

と転用されることで形成された｡そして面的でなく点的

な宅地開発により都市内に農地が点在するかたちとなり､

農家間の関係性も希薄になり農業自体が衰退していくと

いう事態も起きていった｡さらに宅地の増加による急激

な人口増加によるコミュニティ問題も起きている｡

本稿では､大阪梅田から電車で15分という大都市にあ

りながら､地域内には農地･農家､神社さらに地縁ある

旧住民､転入による新住民が混住し､神社を中心に地域

の農地･農家･農業をうまく巻き込み地域づくりを行っ

ている尼崎市東富松地区を対象とする｡農的資源注l)の

保全･活用をポイントとして地域づくりの検証を進め､

地域コミュニティの展開につなげていく｡対象地区内に

ある富松神社で毎年開催されている｢富松一寸豆祭(以

下､一寸豆祭) ｣における調査を中心に､ ①一寸豆祭の

地域における存在意義を明らかにすること､ ②農的資源

を把握し､その活用の実態を明らかにすること､ ③東富

松地区の地域づくりにおける農的資源の役割､農的資源

を介した地域コミュニティの展開･発展を明らかにする

ことを目的としている｡

2　本研究の位置付け

既往研究として農村集落における地域資源の保全状況

と住民主体の保全活動の実態把握から地域資源の維持･

活用法について考察したもの1)が見られる｡

筆者らは1999年から2012年に至るまで尼崎北部地域の

農と住の共生に焦点をあて現地調査を行ってきた｡時間

軸で見た尼崎市における農的資源の分布とその活用実態

(特に水路や民家等)を明らかにしたもの2)､都市内農的

環境ストック(富松神社の空間的特徴:鎮守の森)の市民

的活用を通した地域コミュニティの展開に関するもの3)

などがある｡本稿では先に山崎･内平による研究をふま

え､富松神社における一寸豆祭に焦点をあて､祭に赴き､

現地調査を通し実証的に農的資源と地域づくりの関係を

考察していく｡都市において農的資源が保全･活用され､

新旧住民を結びつけ､地域のコミュニティの広がりにお

いて重要な役割を果たしていることを明確にすることに

力点がある｡

3　研究方法

山崎･内平による研究をふまえ､以下の様に研究を行

った｡

第19回(2010年5月15日)､第21回(2012年5月19

日)富松一寸豆祭における現地調査と富松神社宮司(以下､

宮司) -のヒアリングより一寸豆祭の実態を把握し､展

開を検証した｡

さらに一寸豆祭の検証結果､宮司､一寸豆栽培農家な

どへのヒアリングを通し､一寸豆･農地･神社など､農

的資源の活用の実態を把握し､地域づくり-の関係性を

考察し､地域コミュニティの展開を検証した｡

氏子青年会の名簿を利用し､宮司と会員-のヒアリン

グをもとに､結成当時(1991年)から現在(2012年)までの

構成員を新旧住民-分類し､その構成比を検証すること

で､新旧住民間のコミュニティの関係性を分析した｡

その他､富松神社における秋例大祭(2010年10月10

日)､節分祭(2011年2月3日)の現地調査も補足的に行

い､市民団体の活動の広がりを確認した｡

以上の現地調査で得られた情報とその他､富松神社節

分祭取材者用資料や｢富松の社HP｣から得られた情報を

もとに図や表を作成しながら研究を進めた｡
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図1調査対象位置図(尼崎市東宮松地区)及び富松神社周辺(尼崎北小学校区)集落地図

Fig, I Whole map ofAmagasakiand Village map around Tomatsu shrine

注:尼崎市都市計画概要図及び､航空写真より

Ⅱ　対象地区の概要

東富松地区は､大阪･神戸にも近い兵庫県尼崎市の北

部に位置している(図1左)｡尼崎市のほぼ全域が市街化

区域である｡南部は商工業の優れた地域であるが､北部

に位置する当地区は(図1右)に示した通り､地域全体の

9割は宅地である｡しかし元来農地が広がる地域であり､

現在でも宅地の間に田畑の緑が残る豊かな地域空間を形

成している｡

1　歴史

平安時代の荘園制度の頃には藤原摂家の荘園として富

松荘が発展し､後に東富松村､西富松村に分離され戦国

の歴史､農耕の歴史･文化とともに移り変わり､繁栄し

ていった町である｡

2　環境の変化

(1)尼崎市の社会的変化

戦後から高度経済成長期を経て1970年頃まで､様々な

社会的要因によって尼崎市の人口は増加した｡ (図2)に

示すように､外部からの転入による社会増がその割合の

多くを占め､住居確保のため農地は宅地-と転用された

ことが(図3)より読みとれる｡

(2)尼崎市の農環境の変化(表1)

農地面積は1960年-2010年の間減少傾向にあり､特

に1960年から1970年の10年間の間に半分以下となって

いる｡また総農家数も1960年～2010年までの50年間で

2割以下となっており､農地面積の減少と比例して農家

数も減少し､農業自体が衰退の傾向にあることが伺える｡
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図2　尼崎市の人口動態

Fig. 2 Transition of population ofAmagasaki-City

注:尼崎市統計でみるあまがさき2010より
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図3　尼崎市の地目別面積の推移

Fig･ 3 Transition ofagrlCultural area and land for houslng ln

Am agasaki -C ity

注:尼崎市統計書(1960,1975,1985)より

表1　尼崎市内農家数と農地面積の推移

Table I Transition of number offarmers and area of farmland in

Am agas aki -C ity

対象地 ��1960 ��都��1980 ��涛R�2005 �#����

尼崎市 僞�&竊����1.185 鼎�2�239 涛��87 ���6��
鹿鹿妻数(戸) �"�33��1.4日 ��ｳS"�606 鼎32�334… 

注:尼崎市統計書(1960,1975,1985,1995,2005,2010)より



Ⅲ　富松一寸豆祭の展開

富松一寸豆祭は富松神社で行われ､地域の農家が共同

で育てた東富松地区の伝統野菜｢富松一寸豆｣の収穫祭

として1992年から年に1度開催されている｡

1　祭の実態

(1)祭の概要

第21回富松一寸豆祭当日の境内の様子は(図4)の通り

で､当日の朝収穫した一寸豆を参加者に販売し､豆を振

る舞い､一寸豆の収穫を祝う｡落語会､豆飛ばしコンテ

スト､模擬店などが催され､参加者を楽しませている｡

(2)参加団体

一寸豆祭には企画･運営など祭の中心的な役割を担う

｢富松神杜氏子青年会(以下､氏子青年会)｣など様々な
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図4　富松一寸豆祭当日の空間分布

FigA Spatial distrlbution on the day of the lssun-Mane festival

市民団体の参加が見られ､年を重ねる毎に参加団体数･

催しもの数が増加傾向にあることがわかる(図5) 0

2　祭の展開

(1)祭の変遷

一寸豆祭は現在のように新住民や地域の子供が楽しみ､

地域交流を生み出す祭となるまで徐々に変化してきた0

1992年5月､当時農家の自家用としてのみ栽培されていた

一寸豆を､伝統野菜として神社に奉納する事により始ま

った一寸豆祭は､奉納された一寸豆を調理して振る舞っ

たり､豆の袋詰めを配るだけであった｡しかし､祭に多

くの子供達が参加している事から､氏子青年会の発案に

より3年目から豆飛ばしコンテストといった子供達のた

めの催し物を取り入れた｡それにより､普段農業と関わ

りのない生活をしている子供も農業(農作物)と直接触

れ合える機会が生まれた｡子供達が遊びながら一寸豆に

慣れ親しむことで､知らず知らずの内に一寸豆を地域の

伝統野菜として意識し､愛着を持つような機会が得られ

たと考えられる｡

(2)祭の波及効果　一一寸豆栽培の復活-

さらに5年目､販売用としての一寸豆栽培が復活した｡

農家からの奉納により始まった一寸豆祭だが､商品作物

としての一寸豆栽培は途絶え､農家の自家用栽培にのみ

頼った状態であり､さらに自家用栽培を行っている農家

数も減少の一途を辿っていた｡

そこで1997年に｢富松一寸豆保存研究会(以下､保存研

究会)｣が結成され､一寸豆栽培の栽培研究が始まった｡

研究の末､栽培方法が確立し､一寸豆栽培が可能となっ

た｡そこで共同畑で栽培した一寸豆を祭時にお供えとい

う形で奉納し､本来の一寸豆祭の意義に即した収穫祭と

しての祭-と変化した｡
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Fig･ 5 the change of the partlClpating organizations and contents in lssun-Mane festival,
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3　富松一寸豆祭と一寸豆栽培における地域相関

一寸豆祭の特徴として､参加者である小学生が条に欠

かせない｢一寸豆｣の栽培を通じて､運営側でもある点

がある｡大人になり富松に戻り｢一寸豆の畑を見ると昔

収穫した事が懐かしい｣ ､ ｢また食べたい｣という声が

多く､大人になっても心に残っている事が伺える｡単な

る参加ではなく､運営側として地域と交わりながら祭･

地域づくりに参加することで､子供達は楽しみながらも

土地を愛する地域づくりの担い手のたまごとなっていくo

Ⅳ　地域づくりの基盤となる農的資源

1　富松神社

(1)概要

祭の開催場所である富松神社は､東富松地区に建つ神

社で創紀は古く､天平5年(733年)にさかのぼる｡本

殿は県指定重要文化財となっているC

(2)宮司

富松神社の善見宮司は東富松地区の地域づくりにおい

て欠かせない人物である｡氏神信仰という宮司の役割を

全うするとともに東富松地区に留まらず､尼崎全体のま

ちづくり活動に精力的に参加している｡また､善見宮司

は地縁のある旧住民であり､かつてはPTAの役員でもあ

ったなど､様々な顔をもつ｡

(3)活動概要

富松神社で1994年当時に行われていた活動を(図6左)

に示す｡活動内容は神社活動と地域活動の大きく2つの軸

があり活動により性質が異なる｡白地にかかるほど地域

活動の色が濃くなるがほとんどの活動が白地にかかって

いる｡宮司の｢地域の中での社会的な神社の役割｣とし

て神社を地域交流の場とする意図が盛り込まれている｡

ー点瀬野曹

神社活動---う

(4)活動の広がり

(図6右)は現在､富松神社で行われている活動を示して

いる｡ 1994年時点で実現されていなかった活動･組織が

宮司の発案や働きかけにより創設され､その他様々な活

動が展開されている｡ 18年を経て､神社活動はほぼ変化

していない一方で､地域活動は多岐に渡って波及してお

り､地域づくりが継続しながら廃展していることが伺え

る｡特に､子供達のために伝統のだんじりの復活や豆ま

きの実施､さらにさまざまな環境教育などが起こってい

ることは大きな特徴であり､子供達を通じて新旧住民間

の交流機会も増加すると考える｡また様々な活動が起こ

ることで､住民･市民団体同士でさらに東富松地区の魅

力を共有しあい､今以上に活動が活発になるという相乗

効果によって地域活動が発展していると考える｡

以下に新たに創設された代表的な団体をあげる｡

1)富松ふるさと米･米クラブ(市民団体)

2009年に発足した団体である｡宮司と同級生らが組織

を構成し､地域内の休耕田を活用して米づくりを行って

いる0 -寸豆同様､収穫時には子供達に農業体験の機会

を提供するため富松幼稚園園児達と共同で収穫を行った｡

収穫した米はおにぎりにして食し､その他の収穫した米

は奈時に販売し､新たな地域ブランド米として地産地消

を推進している｡一寸豆栽培を応用したこの取組みは､

農地保全という点でも高く評価できる試みといえる｡

2)富松城跡注3)を活かすまちづくり委員会

委員長を書見宮司が務め､富松城跡を単に貴重な文化

財史跡として捉えるだけではなく､その魅力をまちづく

りに活かし次世代を担う子供達に｢時の物差し｣ ｢尼崎

の宝｣を引き継ごうと様々な活動を行い､今年度の一寸

豆祭ではミニ探訪ウオークを行った｡

図6　富松神社の活動内容の変遷

Fig.6 TransitlOn Of activities ofTomatsu shrine
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(5)地域活動の特徴

東富松地区の地域

づくりの特徴として

は､次世代を見据え､

子供達に幼少の時期

に豊かな経験をして

もらうため､ ｢子供達

のための活動｣が活発

に行われている｡その

ひとつである環境教

育では､旧住民農家と

新住民の子供･親の関

わる機会をも創出し

ており､一つの活動が

重層的に様々な効果

を生んでいる｡
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図7　農的資源を媒介にしたコミュニティの展開

Fig･7 Community development by the medium of Agricultural resources

2　富松一寸豆

(1)概要

稲作の裏作として尼崎市の北部

の村々で昔から栽培され､特に富

松で獲れる豆は粒が大きく柔らか

で美味しいことから｢富松一寸豆｣

と呼ばれ､その実は商品作物とし

て明治から1960年頃まで多量に生　図8　一寸豆

産された｡その後､栽培農家の減

少により希少なものとなっていた

Fig. 8 the photo of

lssun- Mane

が､一寸豆祭の旗揚げにより改め

て脚光を浴びることとなる｡

(2)一寸豆栽培による地域コミュニティの展開

1997年より一寸豆を安定して収穫するため地元農家

や神社総代などで結成した保存研究会によって安定的な
一寸豆栽培は復活した｡会員-のヒアリングによって､

その復活のプロセスを通し生まれた人的交流から､現在

の地域コミュニティ-の展開を検証した｡ (図7)に示し

たように①一寸豆祭開始により神社と農地･農家の関係

性が生まれ始める｡また②共同畑で栽培するため､一寸

豆の管理･栽培は会員が交代で行い､会員同士の交流が

活発になったo　さらに③小学生には一寸豆栽培の体験学

習の機会を設けたことで､共同畑で会員農家と小学生が

交流し､さらに親とも知り合いになるといった､新旧住

民間のコミュニティの発展が見られた｡また､休耕田が

共同畑になることで農地保全にも繋がっている｡

Ⅴ　地域コミュニティの展開

1　氏子青年会に見る新旧住民間のコミュニティの展開

(1)氏子青年会の概要

一寸豆祭で主体的な運営を行い､新旧住民間･異世代

間交流を目的に､子供のための｢ふるさと思い出づくり｣

を進めている氏子青年会は､子供だんじりの復活のため

に組織され､節分祭では鬼に扮し小学校-行くなど教育

を意識した取り組みを行っている｡

(2)氏子青年会会員の新旧住民比の変化

(図9)に示したように結成時は旧住民が100%を占め

ていたが､年々新住民の比率が増え､現在では半数以上

を新住民が占め､欠かせない存在となっている｡新規会

員の開拓は小学校の行事など､子供同士や近所同士の付

き合いがきっかけとなっており､新旧住民の交流の橋渡

しの役割を担っているといえる｡

201 2(現在)

2009

2006

200 1

1996

1991 (結成)

0%　　　　　　20%　　　　　　40%　　　　　　60%　　　　　　80%　　　　　1 00%

■A(旧住民) ■B(旧住民宅へ婿入り) □C(新住民)

図9　氏子青年会会員の薪旧住民比の変化

Flg. 9 the change of the proportion Ofnewer to native ln UJlko

Selnen-Kai

(3)氏子青年会からの派生団体(図10)

氏子青年会の定年は45歳であり､定年後も何か｢ちょ

っと｣だけやりたいという人が集まり｢富松ちょっと会｣

は1998年に結成され､女性も入会できる｡また､青年会

の奥様を中心にそれまで陰ながら支えていた女性達が､

2007年に｢こまち会｣を結成し､子供を交えた自由な活

動を行っている｡青年会同様､新旧住民の交流促進の役
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割を担っている.氏子青年会に関連する団体が一寸豆祭､

秋祭りなどで中心的な役割を果たし､地域コミュニティ

の発展にも貢献していることが伺える｡また､氏子青年

会の会員はほぼ､地域の自警団である消防団に属してい

るという特徴も見られる｡

二手幸三≡三=

図10　氏子青年会関連の団体

Fig.10 The organization around ofUJiko Selnen-Kal

Ⅵ　まとめ

(∋一寸豆条の展開を検証することで､一寸豆祭がa一

寸豆栽培の復活に寄与したこと､ b市民団体の交流の場

となっていること､ C子供の幼少期の色濃い思い出とな

ること､ d一寸豆の周知に貢献したことが明らかになっ

た｡また､ ｢(即売会の)列は年々長くなっている｣とい

う宮司の言葉からも､年々祭への参加者は増え､地域に

おける一寸豆祭の存在は大きくなっていると考えられる｡

②一寸豆･農地･神社は一寸豆祭を構成する要素である｡
一寸豆祭､市民団体活動､また子供達-の環境教育に関

しても農的資源が設立のきっかけであったり､活動場所

であるなど､様々な活用の実態があることが明らかにな

った｡さらに③本地区の地域づくりにおいて､農地･神

社･一寸豆は人々を繋ぐ媒介として中心的な役割を果た

していることが明らかになった(図7) ｡また､子供達

は一寸豆の栽培･収穫を通して一寸豆祭に運営側として

携わることで祭に対する思い入れ､さらには農地･農家･

地域住民と関わることで､地域に愛着を抱きやすい環境

がつくられ､次世代の地域づくりの担い手を育てる仕組

みが示唆されている｡現在､氏子青年会にとって会員の

半数を占める新住民は欠かせない｡地縁に頼らない会員

の普及活動を行うことで､結成から年が経つごとに新旧

住民に偏らない会員構成が実現した｡さらに氏子青年会

を例にとることで､新旧住民間の地域コミュニティの発

展が他の市民団体の派生とともになされていることが明

らかになった｡

以上述べてきた団体･活動は何らかのかたちで富松神

社･善見宮司と関わりを持ち､継続･発展してきた｡神

社･宮司という信頼ある場所･人物が地域づくりの核と

なることで東富松地区の地域づくりは円滑に発展してき

たのではないだろうかC

注

注1)農的資源とは農地や農作物､神社などを指す｡都市

との対比を示すため｢農的｣という言葉を用いた｡

注2)旧住民とは都市化以前から通世代居住を行ってお

り､新住民とは都市化により転入してきた住民をい

う｡旧住民は元来農家が多いが､現在農家であるか

は判断に寄与しない｡

注3)東富松地区に存在する､平地の中世城郭の原形を

とどめた堀と土塁の一部が現存する貴重な城館跡｡

富松神社が鎮守の森を担っていた｡
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Summary : It is the research which clarifies validityin the communityimprovement of agricultural resources.

In the case of 'the Tomatsu lssunmame festival'inthe Tomatsu ShrineinAmagasaki city,to grasp the implementation of the

festival and to reveal of the factor of continuation of a community improvement ,to revealthe role of agricultural resources.
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